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あらまし：プログラミング教育において，数式などを問題としたい場合，本学では多肢選択問題よりも，

穴埋め問題で提示したい教員が多い．一方，LMS（Learning Management System）である Moodle 等の穴埋

め問題作成は，自動採点という観点から，穴埋め箇所指定や複数回答指定など，問題作成に手間がかかっ

てしまう．これらの理由により，問題作成に多く利用されている Word の機能を利用した穴埋め問題作成

支援ツールの開発を試みた． 
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1. はじめに 

近年，JMOOC
(1)に代表される e-learning システム

を利用した学習が多くなってきている．そのシステ

ム環境として，edX
(2)や Moodle

(3)などの LMS が利用

されている．学習者は，インターネット経由でパソ

コンやスマートフォンなどを用いて，場所を問わず

学習できることが長所である．講師は，学習者の習

熟度を確認するために，問題を作成しているが，自

動採点の容易さという観点から，多肢選択問題が多

い．また，問題自体の作成も容易である．本研究で

は，プログラミング学習を実施していることから，

多肢選択問題ではなく，穴埋め問題における数式等

の自動採点を最終目標としている．本稿では，穴埋

め問題作成支援ツール（以降，本ツール）の開発に

ついて報告する．本ツールを改変し，自動採点に対

応するために，数式等で x+y と y+x といった順不同

な解答もできるようにする予定である． 

 

2. 穴埋め問題作成支援ツール 

Moodle の穴埋め（cloze）問題(4)作成は，配点１の

単純な穴埋め問題であっても，穴埋め箇所の解答に

対して，『{1:SHORTANSWER:=解答}』としなければ

ならない．元々の問題作成に Word を用いることが

多いことから，Word の蛍光ペン機能を利用した穴埋

め問題作成支援ツール開発に取り組んだ．Word で作

成したプログラム上を蛍光ペンで色付けすると，そ

の箇所が Moodle 上で穴埋め箇所となり，解答は蛍

光ペンで色付けされた内容となるように開発した． 

2.1 ツール概要 

本ツールの開発にあたり，Moodle 内へ変更を加え

る，Moodle プラグインを開発する，外部ツールを開

発する，における検討に時間が掛かった．これは，

Moodle のバージョンアップによる影響がどれほど

であるか，に依存する．本ツールは，バージョンア

ップによる影響を最小限とするために，外部ツール

を開発することとした． 

本ツールは，Word で作成した Web ページ版のフ

ァイルを起動した画面上にドラッグし，ボタンをク

リックするだけで Moodle にインポート可能なテキ

ストファイルを出力する． 

開発当初，Moodle 2.9 で動作確認しており，Moodle

上で問題文の文字色等の変更が可能となっていた．

ここで，2015年 11月に Moodle 3.0がリリースされ，

Moodle 上で問題文の文字色等の変更ができなくな

ったため，文字色などの情報を本ツール上で削除せ

ずに出力するように変更した．現在，蛍光ペンによ

る色の違いを区別せずに処理を行っている． 

2.2 利用手順 

Word で問題作成し，本ツールを利用した上で，

Moodle へインポートするまでの手順（図 1）を示す． 

 

 
図 1 穴埋め問題作成支援ツールの利用手順 

 

まず，Word で穴埋め問題の基となる問題文とプロ

グラム等を作成する．このとき，Word で使用したフ

ォント，文字色，等々は Moodle の問題にも反映さ

れる．穴埋め箇所に対して，蛍光ペン機能を利用し

て色付けする．作成した Word データを『ファイル

の種類』が「Web ページ(フィルター後) (*.htm, *.html)」
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で保存する． 

次に，本ツール（図 2）を利用（Word で作成した

Web ページファイルをツール上へドラッグ＆ドロッ

プ後，「Moodle インポート生成」ボタンクリック）

し，テキストファイル（.txt）を出力する．このファ

イルを Moodle の問題バンクへインポートすること

で，問題作成・問題登録が完了となる． 

 
図 2 穴埋め問題作成支援ツールの画面 

 

3. ツール利用効果検証 

本ツールの効果検証には，本ツールを利用した問

題と，Word 上の文章等を Moodle 上へドラッグ＆ド

ロップした内容に対して，前述の『{1:SHORTANSWE 

R:=解答}』へと変更した穴埋め問題を比較すること

とした． 

3.1 講師側の操作性 

本ツール利用の場合，Word，ツール，Moodle と

３段階が必要となることもあり，ファイル数が増え

ることと，手順が多くなる．一方，穴埋め箇所は，

必要な箇所を選択した上で Word の蛍光ペン機能を

利用するだけである． 

利用せずに実施した場合，穴埋め箇所全てに対し

て，Word上，もしくは，Moodle 上で『{1:SHORTANSW 

ER:=』と『}』で囲む作業が必要となる． 

3.2 学習者からの利用性 

学習者へは，前述の２つの手順で作成した問題の

どちらにも回答していただき，感想を記述していた

だいた．対象は，本学情報工学科の著者が担当する

授業クラスの学生全員である． 

全学習者から，どちらも見た目の差が無い，との

感想であった．利用してもらうまでのレポート課題

がプログラミングしたソースファイルを提出する形

式であったため，穴埋め問題とファイル提出とどち

らが良い，といった意見があり，集計結果は半々で

あった．他にも，解答次第で，『<>』(html 等の空タ

グ)と入力するだけで正解になってしまう事例があ

るなどの感想があった． 

 

4. 考察 

本ツールを利用した場合（利用有）と利用しない

場合（利用無）の効果（表 1）を示す． 

表 1 穴埋め問題作成支援ツールの利用効果 

 ツール利用有 ツール利用無 

手順（ｲﾝﾎﾟｰﾄ前） 多い 少ない 

手順（ｲﾝﾎﾟｰﾄ後） 少ない 多い 

問題名 一行目の文章 空 → 入力 

問題見た目 差はない 

本ツールの利用有無による差がそれほどないこと

が確認できた．本ツールが外部ツールであることか

ら，Moodle へのインポート前の手順が多く，インポ

ート後の手順は，問題名の変更ぐらいであることが

分かった．今後も本ツールを発展させ，より良いツ

ールに改善していく必要がある． 

 

5. おわりに 

本稿では，開発した穴埋め問題作成支援ツールに

ついて記載した．本ツールを基に最終目的である，

順不同な解答への自動採点対応を行う予定である． 

今後の課題は，本稿で記載したツールを利用した

上で，主に２つの課題を挙げる． 

1 つ目に，Moodle にインポートした際に，問題名

が問題の一行目になってしまうことを解消すること

を挙げる．Moodle に適したインポートフォーマット

に対応することで，問題名を適切にしたい． 

2 つ目に，順不同な解答の場合に，自動採点対応

可能にすることである．この点に関しても，Moodle

内に変更を加える，Moodle プラグイン，外部ツール，

による対応が考えられる．本稿で開発したツールに

追加機能として対応する予定である． 

他に，空タグ対応などの問題もあるが，Moodle が

バージョンアップ対応するまでは，問題作成者が留

意することとする． 

最後に，学習者によっては，プログラミングした

ソースファイル提出の方が良いと答える学習者と，

穴埋め問題の方が良いと答える学習者が存在するこ

とが分かった．今後もどのような学習者がどのよう

に回答するのかを分析していく予定である．また，

講師側の負担軽減になるように今後も改善する必要

がある． 
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